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発表演題名 人および鶏肉由来基質特異性拡張型β-ラクタマーゼ産生大腸菌の 

分子疫学的解析 

発表学会名 衛生微生物技術協議会第 31回研究会 
発表者名 石畝 史 

発表日時 平成２２年５月２６日 

発表内容  基質特異性拡張型β-ラクタマーゼ(ESBL)産生大腸菌の人への感染源の

ひとつとして鶏肉が重要視されていることから、福井県内の鶏肉における

CTX-M 型の ESBL 産生大腸菌の分布状態を明らかにし、人および鶏肉由来株

における血清学的、分子疫学的性状を比較し関連性について検討した。 

CTX-M 型 ESBL 産生菌は鶏肉由来株は O78：H9 および O103：H51 など 21

種類の血清型で 33 株、人糞便由来株は O1：H6、O25：H4 および O86a：H18

など 14 種類の血清型で 34 株、人泌尿器由来株は O25：H4 および O78：H9

の 2 種類の血清型で 9株確認された。鶏肉由来の O78：H9 の 2 株の各性状

は、１才児尿由来の O78：H9 のそれと極めて類似していた。また、諸外国

のESBL産生大腸菌の中で同一クローンとして注目されているCTX-M-15型、

系統発生群が B2 の O25:H4 型株が、福井県で初めて人糞便から 1株確認さ

れた。市販鶏肉から CPFX 耐性の ESBL 産生大腸菌が多数分離されたことは、

blaCTX-M がプラスミド媒介性に他の病原細菌にも伝達される可能性を考え

ると、注目すべき結果であると思われた。 
 

 

 

 

 

 

 


